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東京都商品等安全対策協議会の概要 

 

１ 協議会の目的 

商品の使用又はサービスの利用に伴う危害を防止し、都民の安全な消費生活を確保する

ため、消費者及び事業者等が商品やサービスの安全について検討を行う東京都商品等安全

対策協議会（以下「協議会」という。）を設置し、商品等の安全に係る都の施策の効率的な

推進を図る。 

 

２ テーマ 

  子供に対するライターの安全対策 

 

３ テーマ選定理由 

  上記テーマの選定理由は次のとおりである。 

(1) 子供のライター使用による火災の件数は、一向に減少していない。 

(2) このような火災は死者・負傷者を招き、建物が延焼するような重大な事故につながる

ケースが多い。 

 (3) 日本には、欧米などのような子供が簡単に操作できないようにする、いわゆるチャイ

ルドレジスタンス機能に関する規制がないため、子供でも簡単に操作できるライターが

流通している。 

 

４ 協議期間 

   平成 21年 7月 31日（金）～平成21年 11月 18日（水）（開催回数：4回） 

 

５ 委員及び特別委員名簿 

委員種別 氏 名 現   職 

委 員 

鎌田 環 独立行政法人国民生活センター 商品テスト部 調査役 

小林 睦子 みらい子育てネット東京 会長 

詫間 晋平 ◎ くらしき作陽大学 子ども教育学部 教授 

清水 洋文 東京消防庁 防災部 生活安全課長 

持丸 正明 ○ 
独立行政法人産業技術総合研究所 

デジタルヒューマン研究センター 副センター長 

山上 紀美子 社団法人全国消費生活相談員協会 理事長 

特別委員 

小野 裕嗣 特定非営利活動法人キッズデザイン協議会 専務理事 

仲野 純一 社団法人日本喫煙具協会 専務理事 

山中 龍宏 緑園こどもクリニック 院長 

（委員種別ごとに50音順、敬称略。◎：会長、○：副会長） 


